
 

 

［花き部門］ 

１．「旧盆出荷用小ギク電照栽培マニュアル」の作成  

 

［要約］ 

夏秋小ギク「精こまき、精ちぐさ、すばる、はるか」を用いて、６月まで電照を行い、

需要が高まる８月上旬に開花ピークを迎えるための「旧盆出荷用小ギク電照栽培マニュ

アル」（全12ページ）を作成した。  

［担当］ 岡山県農林水産総合センター 農業研究所 野菜・花研究室 

［連絡先］電話086-955-0277 

［分類］ 技術  

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

夏秋小ギクの旧盆出荷作型において、適切な品種を用いて電照栽培を行うことによって、

需要が高まる８月上旬に安定的に開花させる技術を開発したので、マニュアルを作成し、

普及を図る。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．品種は「精こまき、精ちぐさ、すばる、はるか」を用いる。  

２．親株養成時、挿し芽時及び定植～６月上中旬に電照を行う。電照には、75Ｗ型電照用

白熱電球を用いる。電球は、1.5～２ｍの高さに、２～３ｍごとに１灯設置する。親株養

成時および挿し芽時は深夜６時間（22時点灯、４時消灯）、定植後は深夜４～６時間（22

時点灯、２～４時消灯）の暗期中断を行う。  

３．発蕾が早く、開花が早まると予想される場合には、頂花発蕾時から再電照（深夜22～

２時）を行うことで、開花を数日遅らせることができる。発蕾が遅く、開花が遅れると

予想される場合には、頂花発蕾時から破蕾時にジベレリン処理（100ppm、２回処理）を

開始することで、開花を数日早めることができる。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．再電照によって、側枝数及び花蕾数が減少する場合がある。ジベレリン処理によって、

花首が長くなる場合がある。  

２．本マニュアル（図１）は、各農業普及指導センターに配布する。  

 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ マニュアルの抜粋 

［その他］ 

研究課題名：温暖化に対応した夏秋需要期キク安定開花調節技術の開発  

予算区分：受託（気候変動プロ）  

研究期間：2010～2014年度  

研究担当者：森義雄、中島拓、藤本拓郎  


